
朝日をうけ、新たな夢にむかって

一人は万人のために 万人は一人のために

新年はアルコールのおつきあいも何かと多い季節です。適度のお酒は、人と人とのつながりを深め、人生を豊かにする妙薬といえましょう。
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1,828人から
4,269坪（17,076万円）

一坪増資運動
（2015年12月18日現在）

謹
ん
で
新
年
の

  

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　
昨
年
は
、
２
月
に
「
創
立
60
周
年
記
念
式

典
」
の
開
催
、
４
月
か
ら
は
総
合
診
療
科
・

常
勤
医
の
体
制
を
強
化
。
２
０
１
３
年
11
月

着
工
し
た
新
病
院
は
、
２
０
１
５
年
７
月
末

竣
工
し
、
待
望
の
「
夢
が
か
た
ち
」
に
な
り

９
月
１
日
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
す
べ
て
の
組
合
員
・
役
職
員
の

一
体
と
な
っ
た
活
動
と
あ
わ
せ
て
、
行
政
諸

機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
病
院
の
施
設
と
機
能
の
活
用
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
サ
ニ
ー

ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
」
の
開
設
、「
ど
ん
ぐ
り
保

育
園
」
の
新
築
移
転
、
跡
地
を
利
用
し
て
の

「
と
ね
診
療
所
」
の
移
転
を
す
す
め
ま
す
。
さ

ら
に
地
域
の
願
い
で
も
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
建
設
に
む
け
、
社
会
福
祉
法
人
の
設

立
を
応
援
し
ま
す
。

　「
新
た
な
夢
」
に
む
か
っ
て
自
治
体
や
地
域

の
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
強
め
、
地
域

の
人
々
の
「
い
の
ち
と
暮
ら
し
」
を
守
る
た

め
「
地
域
支
え
あ
い
、
健
康
づ
く
り
」
に
役

立
つ
活
動
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。

　
医
療
・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
を
と
り
ま
く

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
、
少
子
・
超

高
齢
化
社
会
に
む
か
っ
て
「
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
子
育
て
」
の
課
題
は
困
難
で
あ
っ
て

も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
心
を
一

つ
に
し
て
安
心
・
安
全
の
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
協
同
の
輪
を
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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日 時 	2016年1月23日（土）
	 14：00～
場 所 	利根中央病院 1階外来前

	 （B・C ブロック付近を予定）

待
望
の
新
病
院
開
設

竣
工
ま
つ
り
で
の
手
九
野
太
鼓

（
８
月
）

60
周
年
記
念
式
典

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
の

バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
演
奏（
２
月
）

利 根 の 保 健 （２）第556号2016年１月１日（毎月1回1日発行）

1
月

４
日	

仕
事
始
め

８
日	

役
職
員
年
頭
集
会

18
日	

利
根
歯
科
・
生
協
み
な
か
み
歯
科
主
催

	

60
周
年
記
念
講
演
「
食
べ
ら
れ
る
口
づ

く
り
」（
黒
岩
恭
子
氏　

１
１
０
人
）

23
日	

第
３
回
社
保
学
校「
い
わ
て
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
支
援
＆
福
島
視
察
学
習

バ
ス
ツ
ア
ー
」

	

参
加
者
報
告
会
（
19
人　

米
35
㎏
）

2
月

１
日	

「
う
ん
ち
月
間
」（
～
３
月
、
85
人
）

14
日	

虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
統
一
行
動

	
	

（
組
合
員
９
人
）

15
日	

利
根
保
健
生
協
「
創
立
60
周
年
記
念

式
典
」
及
び
「
組
合
員
演
芸
大
会
」

	
	（

利
根
沼
田
文
化
会
館　

４
５
０
人
）

17
日	

県
高
齢
者
運
動
連
絡
会
総
会（
高
崎

20
人
）

21
日	

医
療
講
演
・
懇
談
会
（
吉
見
Ｄ
ｒ　

36
人
）

3
月

７
日	

第
２
回
介
護
学
校
開
校

	
	

（
～
４
月
30
日
）

10
・
11
日　

高
校
生
看
護
体
験
（
44
人
）

15
日	

第
38
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集
会

	
	

（
川
場
村
文
化
会
館　

１
８
８
人
）

22
日	

第
30
回
囲
碁
大
会
（
43
人
）

4
月

１
日	

新
入
職
員
入
協
式
（
44
人
）

１
日
～　

組
合
員
証
カ
ー
ド
化
開
始

22
日	

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
い
わ
て
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
支
援
（
組
合
員
１
人
、職
員
３
人
）

22
日	

み
な
か
み
ブ
ロ
ッ
ク
自
治
体
懇
談

5
月

３
日	

憲
法
記
念
日
集
会
（
高
崎
）

11
日
～　

支
部
総
会
各
支
部
で
開
催

14
日	

第
７
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

	
	

（
４
７
８
人
）

6
月

４
日	

世
界
禁
煙
デ
ー
、
歯
と
口
の
健
康
週
間

16
日	

群
馬
県
生
協
連
総
会

18
日	

女
性
協
総
会

20
日	

利
根
保
健
生
協 

第
39
回
通
常
総
代
会

27
日	

新
任
理
事
研
修
会

28
日	

県
民
集
会
（
高
崎
）

7
月

１
日
～　

片
品
診
療
所
通
院
支
援
開
始

５
日	

国
民
平
和
行
進
（
網
の
目
コ
ー
ス
）

８
日	

国
民
平
和
行
進
（
基
幹
コ
ー
ス
）

８
・
10
日　

新
病
院
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
養
成
講

座
（
第
１
講
座
）

18
～
19
日　

正
副
支
部
長
研
修
会
・
ブ
ロ
ッ

ク
正
副
支
部
長
会
議

31
日	
新
病
院
竣
工

8
月

７
・
８
日　

新
病
院
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
養
成
講

座
（
第
２
講
座
）

７
～
８
日　

平
和
の
た
め
の
戦
争
展（
沼
田

市
中
央
公
民
館
）

19
～
21
日　

新
病
院
組
合
員
内
覧
会

22
日	

新
病
院
招
待
者
内
覧
会 

竣
工
式

典
・
祝
賀
会

23
日	

新
病
院
一
般
内
覧
会 

竣
工
ま
つ
り

29
～
１
日　

病
院
引
越

9
月

１
日	

新
病
院
開
設　

入
院
患
者
移
送

２
日	

新
病
院
外
来
診
療
開
始

15
～
16
日　

日
本
高
齢
者
大
会

	
	

（
和
歌
山
９
人
）

16
～
17
日　

関
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
活

動
交
流
集
会
（
高
崎
17
人
）

26
日	

生
協
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
集
会

	
	

（
３
会
場
２
３
５
人
）

10
月

18
日	

第
33
回
く
ら
し
と
健
康
ま
つ
り

	
	

（
約
２
０
０
０
人
）

22
日	

群
馬
県
生
協
大
会
（
利
根
北
支
部
・

岡
谷
西
部
１
班 

受
賞
）

	

国
民
集
会
（
東
京
）

25
日	

ハ
イ
キ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
赤
城
）

11
月

12
日	

第
１
回
社
保
学
校「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
」（
橋
本
監
事
31
人
）

21
日	

病
院
大
規
模
災
害
訓
練

23
日	

24
時
間
蓄
尿
塩
分
調
査
実
施

25
日	

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
い
わ
て
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
支
援
（
組
合
員
１
人
、職
員
３
人
）

28
日	

理
事
会
学
習
講
演
会

	

（
栃
木
保
健
医
療
生
協 

宮
本
氏　

84
人
）

12
月

３
日	

県
生
協
連
主
催
「
福
島
視
察
・
学

習
」
ツ
ア
ー

10
～
12
日　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
「
サ
ニ
ー
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
」

内
覧
会

12
日	

医
療
講
演
・
懇
談
会
（
須
藤
Ｄ
ｒ
82
人
）

16
日	

第
２
回
社
保
学
校「
い
わ
て
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
支
援
＆
沖
縄
連
帯
行
動
」

参
加
者
報
告
会

29
日	

仕
事
納
め

	

諸
会
議
・
委
員
会
関
連

	

理
事
会
（
毎
月
）	

12
回

	

正
副
支
部
長
会
議
（
全
体
）	

３
回

	
	（

７
月
以
降
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
開
催
）

	

組
織
委
員
会	

11
回

	

ま
ち
づ
く
り
委
員
会	

12
回

	

平
和
・
社
保
委
員
会	

12
回

	

健
康
づ
く
り
委
員
会	

12
回

	

介
護
事
業
委
員
会	

６
回

	
	

（
６
／
17
終
了
）

	

人
材
確
保
委
員
会	

11
回

	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会	

10
回

	

「
利
根
の
保
健
」
編
集
委
員
会　

月
２
回

	

利
用
委
員
会

　
　
　
　
　

利
根
中
央
病
院	

６
回

	

　
　

片
品
診
療
所	

６
回

	

　
　

利
根
歯
科
診
療
所	

６
回

	

　
　

と
ね
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー	

３
回

	

　
　

生
協
み
な
か
み
歯
科	

５
回

	

新
病
院
建
設
委
員
会	

９
回

	
	

（
９
／
28
終
了
）

	

新
病
院
建
設
推
進
会
議	

８
回

	
	

（
８
／
24
終
了
）

保健組織活動交流集会
「笑いケア体操」をみんなで広げよう（３月）

「平和のための戦争展」
戦没者慰霊式での献花（８月）

理事長から訓示をうける新入職員（４月）
第１回社保学校

「マイナンバー制度」学習会
カード申請は慎重に（11月）

ナビゲーター養成講座で職員か
ら説明を受け、いざ案内係へ 　

（８月）
毎年恒例のくらしと健康まつり

メインステージ前でのＨＩＰ ＨＯＰダンス（10月）

60周年記念組合員演芸大会
各支部からの出し物（２月）　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

「
サ
ニ
ー
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
」

内
覧
会（
12
月
）

東京女子医科大学平井教授の
産婦人科医療講演会（10月）　

生協強化月間 スタート集会で
意思統一 地域訪問へＧＯ（９月）

好きなお酒も度が過ぎると、高血圧、糖尿、膵・肝臓、ガンなどの発症や併発につながります。最低でも週 1回は「休肝日」を。

2015年のあゆみ

歯
と
口
の
健
康
週
間

旧
病
院
で
利
根
歯
科
ス
タ

ッ
フ
が
患
者
に
ア
ピ
ー
ル

（
６
月
）

新
病
院
で
早
速
の
出
産

（
９
月
）

高
校
生
が
一
日
看
護
師

体
験
で
患
者
と
ふ
れ
あ
い

（
３
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部
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鈴
木
冨
美
江

阿
部
美
智
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西
山
智
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久
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中
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サ
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麻
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福
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か
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馬
場
は
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飯
森
サ
チ
子

丸
山
奈
津
恵

勝
俣
ヒ
デ
子

眞
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孝
之

木
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忠
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佐
藤　
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〈
月
夜
野
西
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〉

青
柳　
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子

岩
井　
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山
岸　

豊
吉

千
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辰
夫

平
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信
夫

〈
水
上
支
部
〉

中
村　

純
子

小
林
喜
美
子

関
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康
弘

阿
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榮
子

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

笛
木
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〈
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〉
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本
ふ
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子

関
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阿
部
ふ
じ
江
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〈
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巻
支
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藤
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〈
昭
和
東
支
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〉

林　
　

孝
志

林　
　

睦
美

林　
　

太
一

臼
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春
香

▼
11
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
195
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

演奏者：ベルコーロ
	 （ミュージックベル及びアンサンブル）
	 鈴友会（三味線）
	 原田孝内科部長（ピアノ弾き語り）
参加自由です。どなたでもどうぞ。

利根中央病院 よ
う

　

 

こ
そ

新
し
い
仲
間

11
月
の

新
加
入
者

ニューイヤーコンサートの
お知らせ



康こ
う

五ご

庭て
い

芝し

の
「
望ぼ
う

月げ
つ

有ゆ
う

懐か
い

」
に
和わ

す　

杜
審
言

　
「
名め

い

月げ
つ

高こ
う

秋し
ゅ
うに
迥は
る

か
な
り　

愁
し
ゅ
う

人じ
ん

独ひ
と

り
夜よ
る

に
看み

る　

暫
し
ば
ら
く
弓ゆ
み

と
並と
も

に
曲ま
が

り
し
も

　

 

翻か
え

り
て
扇
お
う
ぎ
と
倶と
も

に
団ま
ど

か
な
り　

露つ
ゆ

は
清せ
い

輝き

を
濯あ
ら

い
て
苦さ

え　

風か
ぜ

は
素そ

影え
い

を
飄
ひ
る
が
えし
て
寒さ
む

し

 　

羅ら

衣い

一ひ
と

た
び
此こ
こ

に
鑒て

ら
さ
れ　

頓と
み

に
別べ
つ

離り

を
し
て
難か
た

か
ら
し
む
」

自
由
詩
「
今
井
町
の
光　

私
の
想
い
」

猫
の
し
ま
ち
ゃ
ん
が
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
る
朝

田
畑
に
急
ぐ
ト
ラ
ク
タ
ー
の
音

今
日
の
仕
事
が
始
り
ま
す

田
ん
ぼ
で
は
カ
エ
ル
の
合
唱
が

今
井
町
の
空
に
鳴
り
響
く

ま
た
夏
の
夜
は
蛍
が
ル
ビ
ィ
の
よ
う
に

光
り
飛
び
交
う

こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
の
中
に
生
き
る
私
は

な
ん
て
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う

ま
た
明
日
の
夜
明
け
が
あ
る
か
ら
ね

一人は万人のために 万人は一人のために（３） 第556号2016年１月１日（毎月1回1日発行）

支部名 班　　名 班長 ・代表名 人数 班 会 内 容
沼田東 上原町 7-3 生方　輝房 3 ノロウィルスについて

上原町 7-1 中村　慎二 3 ノロウィルスについて
材木町 11-3 小林永久子 4 大腸がんチェック
材木町 1 小野　のぶ 5 インフルエンザ・ノロウィルス
西原新町 11-1 得能　淑子 4 認知症について
東原新町 13-2 雲越　タカ 4 認知症について
東原新町９ 染谷はるい 7 筋トレ
東原新町５ 高橋　道子 6 筋トレ

沼田中 沼田中支部合同 綿貫　藤江 9 指圧
沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 5 肺炎について
沼田北 いこい句会 永井　達郎 5 俳句会
池　田 岡谷西部１ 小林くに江 6 薬の上手なつきあい方
利根北 元気に歩こう 加藤　眞喜 4 紅葉のコースを楽しく歩こう

穴原 1･2 中澤　貞祇 9 ムシ歯の話・あいうべ体操
利根南 タナテクテクヤング 三代　芳恵 7 忘年会
片　品 菅沼１ 戸丸　長太 5 インフルエンザ予防接種班会

菅沼２ 星野　　司 5 インフルエンザ予防接種班会
土出伊閑町中 萩原　一男 3 インフルエンザ予防接種班会
土出閑野 吉野　志郎 3 インフルエンザ予防接種班会

川　場 中野合同 藤井　峰子 7 ロコモ体操・笑いヨガ
利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 3 インフルエンザ・ノロウィルス

栄町合同 桑原　　清 21 生協のしくみ・健康管理
白　沢 尾合上 角田　梅子 5 脳いきいき体操ほか 5
昭和南 川額入原上１ 板橋きみ枝 6 筋トレ・歌

川額入原上２ 高橋　マキ 7 筋トレ・歌
川額入原中２ 堤　　栄子 4 筋トレ・歌
川額入原下１ 堀沢　雅子 5 筋トレ・歌
川額入原下２ 堤　　モリ 7 筋トレ・歌

沼田西 薄根町 6-3 三ツ井久雄 6 すこしお生活について
薄　根 井土上町合同 1 久枝　　允 5 お口の健康

井土上町合同 2 知久ちょう 3 お口の健康
井土上町合同 3 中村　ちよ 3 お口の健康
恩田合同 穂苅　勝代 7 脳いきいき・ロコモ体操

川　田 ひだまりの会 岡野　行男 11 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 10 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 10 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 14 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 13 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 13 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 14 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 12 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 8 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 10 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 16 健康マージャン大会
ひだまりの会 岡野　行男 5 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 5 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 9 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 6 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 8 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 6 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 9 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 6 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 11 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 8 業務用カラオケを楽しもう
下川田町宮塚１ 深津　文子 4 笑いケア体操
下川田町宮塚２ 深津美佐子 3 笑いケア体操

月夜野東 後閑下入 渋谷　典子 4 認知症の話
下牧原の中 山田八重子 4 骨粗しょう症について
下牧原－２ 高橋　ミネ 3 骨粗しょう症について
政所合同 尾崎　雅子 5 温泉班会・しおり作り
真庭合同 真庭　利治 5 温泉班会・しおり作り
真庭合同 中村　秀夫 5 温泉班会・しおり作り
さわやか班 都丸　富子 8 健康促進・お茶会

月夜野西 月夜野橋下合同 岡田　完二 5 インフルエンザについて
月夜野橋上合同 石田千恵子 4 インフルエンザについて
月夜野町組 12-1 長濱　水郎 6 健康増進法
月夜野町組 2-2 丸山　　功 5 健康増進法

水　上 幸知 岩井たけ子 8 お口の健康について
阿能川上１ 阿部　圭助 4 ころばん体操・尿チェック
阿能川下１ 柳沢　雅之 4 ころばん体操・尿チェック
阿能川下２ 須藤　栄寿 6 ころばん体操・尿チェック
藤原明川・分譲地合同１ 大坪　義一 4 高齢者のいきいき生活
藤原明川・分譲地合同２ 朝倉　　薫 4 高齢者のいきいき生活
布ぞうり班 岩井たけ子 7 布ぞうりを作ろう

猿ヶ京 猿ヶ京合同 高橋よね子 10 昔を思い出す
猿ヶ京合同 都丸　君子 10 昔を思い出す

須　川 須川十二河原 富沢カヅエ 4 体組成チェック
須川須川２ 竹田つや子 4 新病院見学

職域・他 福寿草 岡嶋　禎子 6 筋トレ・ラジオ体操
福寿草 岡嶋　禎子 5 筋トレ・ころばん体操
福寿草 岡嶋　禎子 6 筋トレ・ラジオ体操

病棟・他 ふれあいの輪 片野美恵子 15 ノロウィルスによる食中毒
総　計 82班 548人

11月班会開催一覧
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縄
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交
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の
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し
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雲
の
間
に
や
わ
き
光
の
さ
し
そ
め
て
今
年
の
初
日
ゆ
っ

く
り
昇
る

ゆ
き
む
し
の
と
び
か
ふ
見
て
は
寒
き
日
を
憂
ひ
つ
み
た

り
今
朝
の
初
雪

花
び
ら
も
凍
て
し
花
壇
の
パ
ン
ジ
ー
に
今
日
の
冬
日
は

穏
や
か
に
照
る

子
の
乗
務
す
る
救
急
の
サ
イ
レ
ン
か
雪
の
峠
を
今
し
越

え
ゆ
く

朝
あ
さ
に
差
し
く
る
陽
ざ
し
弱
け
れ
ど
屋
根
に
積
む
雪

日
毎
減
り
ゆ
く

沼
田
市
上
原
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沼
田
市
高
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沼
田
市
高
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智　

恵

　
沼
田
市
高
橋
場
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笛　

木　

睦　

子

　
沼
田
市
上
沼
須
町	
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竹　

春　

江

　
み
な
か
み
町
粟
沢	

眞　

庭　

義　

夫

　
み
な
か
み
町
須
川	

細　

川　

の
ぶ
子

「
一
期
一
会
」

昭
和
村
糸
井
　
加
藤
と
よ
子
（
都
代
）

切り絵「母と子」
沼田市東原新町　牧野田俊男

初
市
の
だ
る
ま
に
運
を
か
け
て
買
い

沖
縄
は
見
づ
に
外
国
ば
か
り
見
る

増
税
も
「
軽
減
」
し
た
と
ご
ま
か
し
て

お
っ
き
り
こ
み
人
の
輪
を
増
す
夕
べ
か
な

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
堀
廻
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水墨画「春を待つ」
沼田市東原新町　宮田豊子

お酒の強い人ほど「呑み一丁」や「はしご酒」。せっかくのご馳走にも箸をつけない。こうした生活習慣は、手痛いツケが来ます。
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やはり「百薬の長」は、一日の終りに、ほどほどの晩酌で家族の団らんというのが最良のたしなみでしょう。

水彩画「医療のある風景」
沼田市西原新町　西村 益美

写真「地蔵桜」
沼田市鍛冶町　馬場 半次郎

油絵「犬吠崎」
沼田市西原新町　山路 和子

淡彩画「ビワの花」
みなかみ町真庭　中村 クミ子

老健利用者さんの合作

「手芸品」
みなかみ町政所　真庭 雅美

「絵手紙」
みなかみ町後閑　金子 礼子

彫刻「がんばろう日本」
沼田市東原新町　辻　勝 利

切り絵「朝焼けの八甲田山」
沼田市東原新町　入澤　巧

淡彩画「早春の谷川岳」
みなかみ町真庭　中村 秀夫

油絵「観音堂の春」
沼田市材木町　小林 博之

油絵「春を待つ谷川岳」
沼田市栄町　桑原　清

和紙ちぎり絵「夫婦杉」
沼田市坊新田町　飯田 光子


